
評価の視点

安全の確保

技術的成立性

資源節約性及び供給安
定性

(エネルギセキュリ
ティ}

環犠適合性
(循環型社会との適合

性)

の量

!醐一{リサイクル)

経済性
(核燃料サイクルコス

ト}

政策変更ョスト

(参考値}

i原平力発電山十
政銭変更に伴う費用

経涜・産業へのIII響

09健全確保の視点においてシ
ナリオ悶の差が生じる可能
性はほとんどないと考えて
よい. (※} 

D 実施が不可能となるような
特段の技術的課題は見あた
らない.
ただし‘経済性向上、高速
増殖炉核燃料サイクル実用
化等の研茨開発の銀統が必
要.

O再処理により資源を回収利
周し、廃棄物量を誠らすこ
とを目指す活動は、資沼採
取量や廃棄物発生量の抑
制.資環の再使用や再生利
用等からなる循環型社会の
哲学と盤合的である。

どのシナリオでも.ほとん
O ど差がない(発生しな

い) . 

。軽水炉(プルサーマル)核
燃料サイクルにより‘ 1-
2割程鹿{プルトヱウム利
用で約13%.さらに回収ウ
ラン利用すると約26%)の
ウラン資現再利用効果があ

Oる.

約5.2円/k帆
(割引率2~色)

約1.6円/kWh
{割引率2同)

約5.2円/kWh

〆

「シナリオ①全量再処理」由比較

り進展lま僅か

( 

..-¥ 

しておらず‘稼働したとしても処理できる容量は少なく.セラフィール
ルは失敗しているとほとんどの国民が恩っている. (#9 金子)

、2050年実用化と奮いてあるが、その領拠、例えば諸外国でこれまでに実悶化に
{国.奥野)

こと自体問題なのではないか。(

-渇暖化対策のためのC02排出削減の長期目標の明般化 (1990年比で2020年までに25%削隷〉

.財政的本問題も槌鈴されるべきe

っ〈り a 事業としての継続性があ

これからかかるコストが金然違うため、分けて考えるべき. (基師 金本)

減原子力ケス 1 (2030年
3間的

信島事故を踏まえ‘ FBR実証炉も含みさらなる安全性向ょが必要
将来の FBRサイクルの安全確保が必要

うな特段の技術的課題は見あたらない.
高速副首殖炉綴燃料サイクル実用化等の研努開発の継続が必

議原子力となった分だけ、左舘メリットは小さ〈なる.

前回と同織

後酬で比例計算

前回と同様

前回と同緒
但し、添原子力に伴う代笛電源織成により、ケース聞で差があり

1.45内IkWh(割引事3%)

約'.3同品川割引抑制
【割引率3%/設備利用事8
09も/様働年数40年〉
コスト繍"小委報告書来

前回と同様

出 4同1<陥{割引率3%)
〈割引$3%/股僑利用車8

0'ω 
コスト検"小委報告書案資
本質等6.'円んwh

1.56阿/)<Wh(割引率3%)

約..4円!kWh(割引率3%)
(劉引率"も/縁側利周寧8
0拍)

コスト検証小委報告密築資
本流等6.円/州

{原子力総絡ケースとの比較予定}

ロスト検証小委報告書菜、m

本錠等6.'阿I<Wh

1.55門/kWh(割引率3%)

例)2030年以降‘35GW一定の渇合.原子力経緯と民較して、発電原価は、約0.7門Ik'怖上昇.
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従業員数〈地元)

その他

核不鉱散性

O裂が固では匝際共同作業で
合意できる厳端な保隊靖
置ー核物質防護を開発し大
型再処理工場l二適用するこ
と.将来の嗣X燃料加工ヱ舗
についても厳格な保障措
置・核物質防護を適閉する
ことが期待できることか
ら、再処理.MO)(然料加工の
核不紘散性を高〈維持する E

0ことは可能であると考えら|中東諸国の銭兵器開発意欲の高まりにより.核不紘歓要求向よ

れる. (※) 
将来の高速噛殖炉システム
については、広髄な初用が
可能になるよう不純物を多
〈肉包する再処理・燃料加

。エを録用するなど肉在的核
不紘散性を増す研弐開発が
進められている.
平和利用に限定することへ
の約束に対する罰際理解の

|車問酬明
高速泊殖炉サイクル研究開発の歩みを一旦止めると 我が圏が蓄積してきた按術人材を朱うだけでな

〈、実現への工程!こ多大拡影容を及ぼすことになる。 (#9 八木)

F8Rの開発は一朝一夕にはいかず、地道な知識の積み重ねが必要な技術であることを考聴いただきた
いω (#9 羽生〉

ーもんじゅが止まった bF8Rオプシヨンは途切れるというが、それは本当なのかo (#9 松村)
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平和利用に限定することへの約束に対する菌際理解の増進と核不拡散体制の充実を
傑索する努力.筏術の改良改善活動の維持が重要.

政
策
的
意
義
の
比
較
術
量
を
行
う
視
点

lNFcrRC/225/Rev.5が発行されるなど、国際的に核セキュリティ強化の傾向であ

滅原子力により.胤子力発電附新政がないので、メーカーの筏愉刀維持固艶

録術:il維持

国際貢献 命新規追加項目

• FBR相発時期の選市が想定されることから、同民研究が虚血 凶際賞献に支障
・国際l.燃料パンクClAEA、IUECJが股立される一方、裳が箇における「低浪縮ウ
ラン備蓄対策事業Jが進められており、進外の原子力発電所応対する燃料供給保症
に活用可能

O フランス
Oロシア
O 中国

0フランス
O ロシア
O中国
0 インド
O英国

海外の動向

米国r-;t.2010年1月に川崎 省にが仰Uト戦略を後討するための諸問委員会臼ルー岬 2委員会)を設
置"201U手mに中間報告書を公表し、①軽水炉を用いた'J:J}.;U- 同X燃料を用いたオプ:Jij-{仰、高速炉を
用いた~D-).' ド判仰、高温炉を用いたわ日ルーの4つのわ nシ提示するも‘その是非について結論を出すのは
時期尚早であるが.将来の不確実性に鑑みれば打。河川ま持ち続けるべき、(>;核燃科'HMrこ関する研究開発
を継続すべき.<2lいずれの現存するあるいは見返し可能な将来筏術をとっても、廃棄物対策lま必要であ
り、廃棄物管理のための新集結機関創世の必要性や中間貯歳施段の開発に向けた速やかな取組を求めてい
る.最終報告書は来年1月末を予定.
・仏国IまHLW処分場立地進展あり純国の再処理技術獲得意欲の高まり
英国は. 2011 年12~ に、アルト二%の管理方針を公表.ポイント{弘任lMOX燃料ヘ再調j閉することが最

も信組性が高〈技術的にも徹立した選択肢.他のオプンヨ J も残しつつ.MOX燃料への再利用を最優先
に.今後実勉に必要な調査等を進める.喧今後進められる倹!，作業の結果‘ MOX燃料としての利用が実
行可能性‘費用対効梨、安全などの霞で要件を満たす場合にのみ最終的fJ管理方法として確定さるa 申M
OX燃料に利用できない7ルト二ウムは、司当分貯蔵されるa これらのための廃棄オプシヨンは引き続き研
究されるo@英国にある海外の所有者のフルト二ウムについても英国政府が受け入れられる商業ペース等
の条件付で、 MOX燃料への加工引受も可能。

社会受容性
{立地図毅性) ークJm」保百尚一…一来の禽逮炉サイクルの選択肢確保のため.第二再処理l が不明確であり.高速

を含む経水炉サイクルを確立することが必要 炉サイクル(箪ニ再処
O再処理技術.プルトニウム取扱い銭術.傑守・運転銭l 現}の選択肢確保の意

術を継承してい〈ためには.六ヶ所得処理に続〈第二| 義なし
0再処理も必要

第二再処理含む経水炉サイクルは.銭術的成立性があ
ること、資源の有効利用による循環型社会の形成、処
分場面積を小さ〈出来ること等から、高速炉サイクル
の実施の如何に関わらず、有効な選択肢であるため必目

一一ー 一一一一一一 一一一一一一一 一一一一 一一一一ーサ育静軒下町遭蹄踊百五師踊百鮪帝| 同了一 一一

来の高速炉サイクルの選択肢確保のため、 MOX燃料 F

加工を含む経水炉サイクルを確立することが必要.
o MOX燃料加エを含む経水炉サイクルは.銭術的成立

性があること.資源の有効利用による循環型社会の形
成、処分場面積を小さ〈出来る ζと等から‘高;a;炉サ

ー 一一 J イZ止E実総の如何に関わらず‘有効な選択肢である
一一一 一一ーー一一一一ーー一一一一一一 一一一一ー._--1 一一一-r一 一 一 一 一 一 一

「一一 一一一-T 一白一 戸一一一

1I< =jiB"Il!l!i~ 

l の再処現施鏡が必要。

第=再処理鰯股

引十一一一一一一ト一一一一一一

面 10六ケ所再処理施設の糊
世 後、早急に120トン/年程度
副 ¥MOX糊製造総殺しの鏡模のMOX燃料製造艦
約 10股が必要。
員長 た、 2050年度頃までに相

証1L-m一一ー L__主宅1埋虫色竺X亭主旦坦E
と
な I02050年度頃までに順次3-
る 6か所が必要. 金貨再処理

1 .<前提となっていることか
点 ι.r中間」貯蔵施股とし

.....n...."""............ の位置付けが明確になっ;ーいもる(5000トン規'
模)

ト一一一一十一一一一-------t 一 一 一 一一一 一一一一一一一一一一一一一 一一一l一 一 一 一 一 』 一 一 一一一」一一一一

102035年鹿頃までにガラス固
l 処分場 | 化体の処分場が必要. ま

た. TRU廃棄物の処分場
が必要.
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0現行政議であることから
政様変更に伴う課題はな
い.

SFの蓄積によるプラント停止リスク増大 前固と同様
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「シナリオ②部分再処理』の比較

評価の担点 揖原子力ケース 1(2030年|
30a的「

草原子力ケース 2 (2030年 10a的

定維持 2030年以降不明
前回大輔の『シナリオ②節分再処理前回からの情勢の査化

前
提
畢
件
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
視
点

E ・1福画事故を踏まえた安全確保が必要
O安全確慢の視点においてシナリオ聞の差 1(匝用済蝉料政章 10福島事敏を踏まえた更なる安全性向上が必要

が生じる可能性はほとんどないと考えて卜いずれにしても2万トンの以よの核燃料がある、これは何としても処分しな
よい. (※けれ ばならないのですが、今日本の計画1;1:，燃料ブールに置いてお〈。あふれ

O直陸処分については、シナリオ③と同様|出てきたらそれを中間貯隠する、そして中間貯躍で順番待ちしているのも六ヶ10前固と同様
の考慮すべき事項がある所で再処理bていく計画になっていますが、すでにヂルは宮鹿を高めてぎゅ E

うぎゅう詰めにしながらも、あと 4. 5年であふれてしまうと言われていま
す。中間貯障のむつも、これは来年稼働予定と言ってますが、 30凹トンしか入
れられません。そして最後の再処理の六ケ所村は年間800トンしか処理できな
い註備でありますが もし原子力発電を続ければ， 1年間に10凹トンの使用済
核燃料が生まれます。これは勘定は合いません.これについての見解をお伺い
します. (回、平)

安全の確保

技術的成立性

O再処理する部分については、シナリオ①
に同じ. (ただし、高速増殖炉核燃料サ
イクル実用化等の研宜開発l立不要.) 
再処理しない部分については、右記シナ|再処理控簡 i 不確実性低下

Oリオ③に同じ.--- _._， ----， I~回。もんじゅ再起動失敗により進展は置か

'直後処分，海外実摘は進捗.圏内知見は置択肢確保となるほど進捗なし

前固と問機

資調節約性及び供給安定住
(エネルギーセキュリ

ティ} ヒ激
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前回と同線(ただし識原子力となることで、部分程処理量に影響がある鳩合は、再処理
量が謙る分だけ、再処理によるエネルギーセキュリティ上のメリットIま小さ〈なる.) 

環境適合性
政 I(循環型社会との適合性)

策
的

意
義
の
比
較
衛
量
を
行
う
担
点

O再処理する部分については.左記シナリ
オ①に閉じ. (ただし、高速増殖炉核燃
料サイクルのメリットはない.)再処理
しない部分については、右記シナリオ③
に同じ.

前固と同様(ただし滅原子力となる己とで、部分再処理量に影響がある場合は、再処理
量が揚る分だけ.再処理によるエネルギーセキュリティよのメリットは小さくなる.) 

「滞情T童話的一一一一一一一一一一一寸一一一一一一一 一一一一一l一一一一一一一一一了一一一一一一一-

hこ発生する融制点品 o高レベル肱脚廃棄物の鮭齢、再処理した齢、直接処分した場合に比ペて糊で叩-40曜度(面積では柏半分~
HD体積 "'1 2/3程度)に抑制される.

i rpさ齢}え競争 一一ヨ所前首一一一一一一ート一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一トミ獅ニ豆碍日

棄物時 的910m3(的9万m'J 場合〉
佳用済燃料 ガラス固化体

! i 拍2.300 ~ 3， 200m3 ~?3~~.J田と同じ)
I i 的13..... 16万m'J 世史子燃料

うち世田制OX醜料可 ※韮h発生量は800t
! 1 拍爪 400..... 1 ニ 900m~ 以下となる。
i i 柏8- 9万m')) 

トO高レベル曲射性廃棄物については.岩買
iま軟場とし直接処分におけるtキヤヱスタ当
りの収納集合体数については2体と4特の幅
で示した.
O高レベル肱射性廃棄物について、ガラス固
化枠の体積はオーパーパックの体積.直権処
分の場合は処分周のキャニスターの体積から
算出し.処分に要する箇穣は専有荷積で換算
した.

[ 「 …抑制処刑判=ïtflレ'~T~-;板前荘面下一一拍1 1. 7日五r一一一一一一 γ 一 泊io.4古百一 ・一自白一一一一一一一

醐的1.5方m'J 胤品 :-r附 M 刺
| ※awで比例計算 *GWで比冊計算

0廃止措置に伴い発生する廃棄物を含む.

前回と同様

く15聞一定と考えた
場合〉
ガラス固化体
360m3 (①と同じ)

使用済醜料
Om3 

※年開発生量は800t
以下となる.

O使用済燃料とガラス固化体が高レペル放
射性廃棄物として，昆復する.それぞれの
放射能の潜在的な有害車はγナリオ①、
③と同じ.

1 ;高レベル曲射性廃棄物
!の肱射能の潜在的な有害

1 度

i発生するこ酸化世棄の副 Oどのシナリオでも、ほとんど蓋がない 卜温暖化輔のための∞謂叫惜の長期目栂の明確化問畔比叩2岬までに2拍 醐 ) I 前回と同線L 且''''-1 .....， (惜発拙生しはな恥恥判い川、リ). I --，，，，，_.，，-_.--..，.---，，.，"，"，，.，_..，，， ""'--""'-'-'-"""'-' 但乱し‘師子刊力に岬伴う刊代替開電語糊構糊成配によ削り、ケ←一ス珊間で世蓋が拘あり

l J O … 叫一…て引吋……1は一ま吋左l オ①に同じ. (ただし、高速増殖炉核燃
l 料サイクルのメリツトiはまない.) 
| 再処理しない部分については、シナリオ

資源の有効活用性 I0 ③に同じ.
[リサイクル

前固と同様

政
量
的
意
義
の
比
較
微
量
を
行
う
観
点

0現在のウラン面絡の水量院の下では、直接
ム 目白叫 .処分した方が再処理するよりも輯鵡科サイク

【側サ 仇スト lMト(珪蜘スほ体 の ト 咽
コ ) 1 の部分)は柏臥 5......0.7円川h低い.

慨は割引率2%の場 Ig喋害d盟晶官25諮2212
合 1'速の費用)を59年聞の量電量で均等化したも

のは柏0.9....1.5円/kWhになる.

「一 一一1一一一一一一一一一一一一一 -r一一 ー一一一一一一一 一一一i一一判官可円7RWln剖菅11--珊ア明7RWn閣『訂，-ーす古百万円湾市明日T平
率 3帖率3同 3同)

割引率3拍/設割引率3帖/設割引率3崎/設鋪利

|原子力発電コスト l 約5.0-5.1円/kWn 卜事故コストが顕在化(運転中コストはこれから議論予定 備利用率80砧ぺ 備利用率 80%) I 用率80軸)
草働年数 40年) I コスト検証小委報| コスト検証小委報告書

スト検証小委草E 告書案資本費等 l 案資本費等6.8円

L一 一一上一 一 一一一一一一一一一一一一一一L一一一一『一一一 一一一 一一一一一一一一ー一一一一戸一一一一一一一_1-ーま寒窓J呈本車詰主』一 68F9/kWh土:F.:思止し_Lk他土主足並，(!LJj"コ"

1.56円/kWn(割51， 1. 58Pl/kWn (¥!Ii'lI' 
"'.....-1 A _ 1 ~rT1 /1.111L. 1. "'V~'~'~~\_''''J"." I 1. U"'~/"':'~~\ '....)...， I '.68円附n(割引率

ら軒 コオ 約1.4-1.5円/州 I <0 抑制門官 ~C !~~L'l 1~1 lうコ コス 'I'~'. "T .. '" .， IlI'" 内-=1 :，'"' ~U.:..." <-=1 3同)ド 司-， _~__， • _， .. ____ SF 六ヶ所分3.2万| 万!1- うちフロントエンド 0.63円 凶 . <'/.11 ，，'/ ::'I/JV. ''''-'1 SF 六ヶ所分2.7万本
うちパックヱシド問時日明 本 で J 本 | 白地分0本

白地分1万本l 本 l

i 政置車買コスト 六ヶ所再処理工場の建設の進展 ? ? 

1--:巳巳IiH-よ;=;2志Z;:;ゴ;1I ;iぷ記ιj5.ぷニ5.二ニ.0二i二-5.平lPl瓦pl面;i;J寸T一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一r-一 て 一 一 一 一 一 一 寸T一一7一T下r----一一一一一一一一一一一一一一一一一
政策査車に伴う畳周

ト一一一一一 十 一 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一十一一一一一一十

四Z策宜亘コストを計算す
同B際の前提事項.

ト一一 一一一一十一一一 一ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一

oコストの幅は宕種の遣い等によるもの

経務・産業への影響
{原子力維持ケースとの比紋予定}

例)2030年以降、35GW 定の場合、原子力維符と比較して、発電源備は.約0.7円ルwh上昇.市新盟追加項目
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ー且舗の坦占 一一i 前厄出掴.IT¥_r3'.."..e礼申言、楓伶罵，，" ー l相 田 £ 埠 血 櫨 凱m車"" 減原子力ケース 1 (2回O年l 減原子力ケース 2 (2030年 10GW) 

世業員数{地元}
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前回と同様

核不鉱敵性

政策的

意義

の
比
較

量術を! 
措術力維持

行視点う

国際貢献

中東諸国の核兵器開発意欲の高まりにより、植不拡散要求向上

キ新盟追加項目

滅原一子力により.腺子力発電所新世がないので、メー刀ーの筏術刀維持困毅

lキ新規追加項目

• FBR開閣時期の遅れが想定される己とから、 F6R明究が遅れ.国陣貢献に支障
国際核燃料パンク (IAEA、IUEC)が睦立される一方.韮が国における「也置縮ウ

ラン惜蓄対策事業Jが進められており.海外の原子力発電所に対する燃料供給保
証に活用可能

海外の動向

O ドイツ
(1989年に国肉再処理ヱ喝の計画を放棄.国外再

処理は2日目5年7月まで実施} 目

Oスイス |仏国札W処分場立地進展あり
〈国外再処理を2蜘 年末まで実施韓国の再処理推術撞得意欲の高まり

Oベルギー l英国にてPU利用方策〈余剰PuはMOX利用}を公表
(1974年の固肉再処理工場の翠誌停止以膚
1991年まで圏外再処理を安値.) 

前回と同線

社会畳容性
{立地困難性)

-福島事故による新たな庸子力施設の畳容性恒下
対応が必要となる自治体の広域化

f一一一一一----t一一一一…ー 一一一一一十 一一一 一 一 一一一 一一 一一一一卜一一一一一一一ー繭団庸一一一一一一 一一

1 0不要.

1 第二再処理施設

調 11 1 0六ヶ所再処理施設の稼働後.早急こlml 0六ヶ所再処理施置 o六ヶ所再処理施設
立 ン/年程度の盟模のMOX燃料製造施 の稼働後、早急に721 の稼働後、早急に39
詰 MOX燃料製造施設| 設が必要;---- --1 トン/年の輔の':!I トン/制臓のM

OX轄料製造施設が OX
なI! 必要-..，-_......，，，，，....... 必要.

引し一 一 一一l一一 一一 一一」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一ι主6'-訪問 ↓J宝町盟盟----1一 一 一 一 一 一 一 一
条 I _ ____ ____ _ _ _ __ _ I __ ， _._ 

件 1i 1 0当面の醐については、シナリオ①に刷 | 前回と閑 | 前回と同樟
:':1 じ ただし.発電総量に l
~-1 1 0しかし、憧用済賠料の直後処分に関する 応じて当面の基数がl 応じて当面の基数が
;';1 ! 方策及び立地活動が具体的にならない 割e. (20叩年度 | 藍化固 (2050年度
ぉ t. 設が f中間J貯蔵施世に留まると 頃、中間貯篤必要量l 頃、
革1! _ 中間鵬施設、l 地元カ惜しに〈いため立地ま困難!叶 1 柏1万トン 柏2千トン)

目 (5000トン掴機) なる可能性がある.

1 0ガラス固化 体と憧用済融料の両方の処分ガラス固化体と値用務鵬料の両方の処分場が必要となる. また、 TRU廃棄物の処分
な l 阿が必要.j 処分場 | 場が必要 る・ | いし.福島率制影響により新たな原子力結設の間性低下.

~~ 取量産更に伴う課題

点日

(a)これまで国の政策に協力してきた立地地
織との信額関揮を損なう可能性。
使用済燃料の直後処分に関する研宜開発

(b)を開始する ζ とが必要 IsFの蓄積によるプラント停止リスク

(a)ζれまで国の政策に協力してきた立地池織との信頼関係を損なう可能性。
(b)使用湾機利の直接処分に関する研宜開発を開始するζ とが必要.
(，)中間貯蔵施設の立地が困難となり、宇問貯障ができな〈なることにより.使用済

燃料が発電所に蓄積し、プラントが停止するりスクが生じる

選
択
肢
の
確
保
〔
将
来
由
不
確
実
性
へ
の
対
応
能
力
)
の
視
点

O将来において核燃料サイクルの控術革新が
事畳できな〈なる.ただし、これを享畳するべ
く政策宜更するのは、当分の聞はシナリオ③
より容易である園
原子力量電の盟棋が大幅に縮小する場合に

O 原子力政躍を査更して対応するのはシナ')
オ①より容易である.(※) 

O将来において核燃料サイクルの技術革新が享受できな〈なる.ただし.これを享受するペ〈
O政策宜更するのは、当分の間はシナリオ3より容罰である.
O原子力発電の盟棋が大幅に描小する場合に原子力政策を変更して対応するのはシナリオ
Eより容阜である。(※)
日米原子力協定等国際的な制柏から、持来において植酷料サイクルを実施できなくなる可
能性がある昭当分の聞はシナリオ③より容易である.

選択肢の確保
(柔軟性)
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前固と同線

2模原予カケース 1
(2030年 30G附

安全に処分する

~ 

リオ③全量直接処分」の比較

0安全確保の視点においてシナ
リオ聞の差が生じる可能性は
ほとんどないと考えてよい.

0現時点においては.使用済悠
料の直権処分に関する設が毘
の自然条件に対応した技術的
知見の蓄積や.大量のプルト
ニウム寄与によるアルファ線の
影響等についての後術的課題
への対応が必要である.

O現時点においては、使用済燃
斜の直後処分に関する我が国
の自然条件に対応した銭術的
知見の蓄積が欠如しており.
研努開発が必要.

評価の視点

安全の確保

前回と同様
(裁が固の地質に即した銭術開発が必要〕

後術的成立性

しなければ、原子力の利mを制限する必要が

原子力l叫0501'手頃までの過渡的エネルギー
を考えるべき句 {~#2 舗/11)

リ}
Eとして扇子均を推進寸るとすれば、過酷事故とか、高レベル廃棄物処分の

スク 民間で負担できない穆項を最終的には国が斑怪を取るという制度的バツ
アップが明後になっているべき. (去を詳10山地)

前回と問機

ー新興匿のエネルギー開発が加速.需要f:l~1.加
・エネルギー資調価絡の高騰、資源確保の競争激化

。ウラン資源を一次的に利用す
るだけの状況が続き.質調節
約効果を享受できない.

に
学

}
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前回と同様
環境適合性

{循環型社会との適合性)

前回と同線

。シナリオ①〈会量再処理)の
高レベル放射性廃棄物〈ガラ
ス国化体)を基副院とすると‘
このシナリオでの高レペル紘
射性脂棄物{使閤講燃料)の
平年後における放射能の潜在
約な有害度lま約8倍となる.

物
有

庫

県

な

輔
副

射
潜
度

放
の
害

ル
飽

ぺ
紛

レ
放

高
の

ー

ー

!

i
前回と同線

り.ケース聞で差があ偲L.誕様子力に伴ラ
機の明確化(19叩年比で2020年までどのンナリオでも.ほとんど

差がない{発生しない). 

。資源であるウランやプルトヱ
ウムを廃棄物として対象に処
分する。循環型社会の理念に
整合的ではない.

発注するこ滋化炭素の
量

資源の有効活用性
〈リサイクル〉 前固と同線

経済性
{核燃料サイクルコスト}

場の%
 

2
 

市
中相

合
主値敏

約，.阿IkWh(割引率"色}
(翻ヨ1摩3%ノ般情利用率80恥/槍働年倣40.>

コスト検血小委縮告書案
事故コストが顕在化(運転中コストはこれから議論予定)柏4.5-4.7円/凶川田子力発電コスト

1閃-1.02内角柄引割引$3%)
拍0.9-1.1円/kWh

うちヲロントエンド 0.61内
うち，<.ツタエンド 0.32旬。.<0阿

うち敏燃料サイクルコ
スト

約0.9-1.5門IkWh

-六ヶ所再処理関連分約0.2
門IkWh
・代僧火力関連分約0.7-
1.3円/kWh

政策宜更コスト

〈参考姐)
約'.8同"''''''割引$肝も}

(割引*3%/股備利用率80%/穏健年散40年)
コスト倹経小委縄告書豪

約5.4-6.2円/kWh原平力発電コスト+
政環変更に伴ラ費用

コストの娼Iま岩植の追い等に
よるもの
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減原平カケ ーT 面手五平二ス 2(扇面再寸 OG~

(原子力錐持ケースと坤比敏予定}
例)2.030.!i字以降，35GW一定の渇合、原子カ維持と比較して発電原匝は

約四阿 k抽上昇.

前回大綱の『シナり尤i~金量直接

経潟産業への能響 洋新規追加項ヨ

従業員数(地元)

その他
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義
の
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国際貢献
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前固と同様

$新規追加項目

寂M凧チヲ刀により.原チ刀発電所事長践がないので、メ一刀ーの扱
術力維持図舵

*新規追加項目

• ~tlH餅涜防売は取りやめ.あるいは遅れが想定され 闘陳貰献
に支障
・国際噛燃料パンク(lAEA.IUEゆが録立されるー方.裂が固に
おける『低湿鎗ウラン備蓄対旋事嘩 lが進められており 海外
出

2例O年.DOEはユッカマウンテン処分場の許認可申舗をを取り下げ.
今後使用茨慾科軍事関連放射性廃棄物の安全で長期的な管理方
援を績討.使用清t提唱Iま現在大半の発電所でサイト肉貯蔵されてい
る.
・フィンランド
直綾処分の処分温をオルキルオト r~決定し.建陵中.

スウェーデン
使用済燃斜は回収可能な形で直後処分.最終処分繍の強位予定地と
してフオルスマルクを選定.
.11固
使用済燃料はサイト肉で貯歳されているが、高速炉の実用化と.乾

ー』ヲー叩"f17 JI組問回調『問由

海外の動向

0米国(ただし ユッカマウンテン
の飽俊は‘使用語時槌"の再取り出し

O可能}
。韓国
。カナダ

oスウエーデヨ l韓国の再処理後術麓得意欲の高まり
フインラント

社会長容性
{立地閤雑性}

-福島事飽による新たな原子力施設の受容性低下
.対応が必要となる自治体の広織化

一一一 一 一 一 … 一 一 一 一 一 一一一一一-一一一一一一一一一一一一一-.一一一一一一一一一一一一一

10不要.

--~."........"~ ただし、六ヶ所再処理施殴のi 第二再処理絶霞 l 廃止錯置あるいは転用が必
要.

争" 一一一一一一一一一----ーー一一一一一一一一一一一ーーーーー一一一一一一一一一ーーーーー一一一一一一ーー・ーー一一---~一一一一一一一一 一一一一一

10不要.

混 11 MOX燃剥製造錨段
実 11 
的
な
制，ーーー一一一--y-一一目白 一一

智 10原子力発電所の還転を継続す
存 るためには.纏めて近い将来
庁1i に中間貯蔵施股が必要になる
苧 可能性がある. さらに.2050 
な11 年度頃までに順次9-12か所が
る11 中間貯蔵施設 | 必要. (約5年ごとに 1箇所
引 (5 o'o'oトン規模) 1 の中間貯蔵施設が必要とな
鳳 10る.) 

また.使用務織料の直後処分
に関する方策及び立地活動が
具体的にならないと.施陸が

中間』貯穣施霞に留まると I

f----------------I-地元が確信』に〈いため.立4
。使師周醐溌蹄燃酬料の直醐鎗処附分Iに=関す 。使聞周済糊憾科蜘の直醐様処分に関する+分な知見が得山ま判で引はま
る十分な知具が得られるまで。直鱗処分場の本格的な立地諸勤開始1はま図殿.

1M". はま 直酎醐叩叩…?筏脚附喪醐附処附分
処分場 l 地z活看勤開始Iはま困舵 た TR 宅U廃棄物の処分繍が必要.

更に.徳島-'"の影響により新たな原子力施践の受容性低下.

前固と間待

前回と問機

一一一一一一 ー一一一 一一一 一一ー 1一一一一一一ーーー 一 一 一 一 一一ー一

。原子力発電所の運転を継続するためには、極めて泣い将来に中
間貯歳施訟が必要になる可能性がある. さらに‘ 2050年度頃ま

Oでに順次9-12か所が必要. (約5年ごとに 1箇所の中間貯蔵施
震が必要となる.) 

Oまた.使用済鍵料の直後処分1=関する方篠及び立地活動が具体
的にならないと.絡畿が r中間J貯蔵施殴に留まると地元が確
惜しに〈いため‘立地は図舵になる可飽往がある.
更に、福島事故の影響により 新たな原子力施畿の受容性低
下.

現
実
的
容
制
約
条
件
と
な
る
筏
点

(，)これまで国の政策に協力して
きた立地地慢との信額関係を

白}視なう可能性.
早急に使用務燃料の直後処分

(，)に関する研究開発を開始する
ことが必要.

(副海外からの返還廃棄物の受入
が滞って行き繍を失う可能
性.
原子力発電所から六ケ所再処
理施霞への使用務燃料の徹也
ができな〈なり.順次原子力

政策変更に伴う課阻 | 発電所が停止する可能性・ Is Fの蓄積によるプラント停止リスク

窓項目のうち、ー定の仮定の
!!;に定量化が可能なものを算

(，)定したところ.六ケ所再処理
関連分が約0.2円/kWh.代曾火
力閥連分0.7-1.3阿/官官hと
なった.合計約0.9-1.5門
/取蜘.

これまでの民間事業者の篠燃
剥サイクルへの投資等の緩詩
的損失，、の対応が必要.

(，)これまで固の政策に也カしてきた立地地織との信頼関係を績な
肋)う可能性.
(，)早急に使用語脅燃剥の直権処分に関する研実開発を開始すること

が必要.
(d)中間貯蔵施殺の立地が図雛となり 中間貯蔵ができな〈なるこ

とにより.使用語智絵糾が発電所に醤積し プラントが停止する
リスタが生じる.

(，)海外からの返還廃棄物の受入が滞って行き場を失う可能性.
原子力発電所から六ヶ所再処理施段への使用涜燃料の搬出がで
きな〈なり.順次原子力発電所が停止する可能性.

(fl 
本項目のうち.一定の仮定の基に定量化が可舵なものを算定し
たところ.六ヶ所再処理関連分が約0.2同/kWh‘代鎗火力関連分
0.7-1.3円/kWhとt.った.合計約0.9-1.5同/kWh.

これまでの民間事業者の篠燃桝サイクルへの投資等の経茨的織
失への対応が必要.

選
択
肢
の
確
保
〔
将
来
の
不
確
実
性
へ
の
対
応
能
力
)
の
視
点

。技燃料サイクルの技術革新は享
受できない.これを享受するペ〈
政策変更するのはシナリホ由や
⑨より図艶である.(業}

O原子力発電の規倹が大幅に儲4
する場合に原子力政犠を変更し
て対応する必要はむい.

Ol実悠科サイクルの篠術革新I主事受できない.こ1を草受するペ〈政驚
。変更するのはシナリオ由や⑨よりI!I畿である.(※)
O原子力発電の規模が大幅に縮小する繍合に原子力政擦を変更して

対応する必要はない.
日米原子力也定等国際的な制約から.将来において被燃料サイクル
を実施できな〈怠る可能性が高い.

選択肢の確保
〈柔軟性)
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